
は
じ
め
に

戯
曲
「
薔
薇
と
海
賊
」
は
『
群
像
』
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
五
月
号
に

発
表
さ
れ
、
同
年
七
〜
八
月
に
か
け
て
文
学
座
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た１

。

著
名
な
童
話
作
家
・
楓
阿
里
子
に
は
、
二
〇
年
前
に
人
生
に
退
屈
し
て
い
た

青
年
・
重
政
に
強
姦
さ
れ
て
、
娘
・
千
恵
子
を
生
ん
だ
過
去
が
あ
る
。
重
政
と

結
婚
す
る
も
の
の
肉
体
関
係
は
拒
み
つ
づ
け
、
幻
想
的
な
童
話
を
書
き
続
け
て

い
た
。
そ
こ
へ
自
分
が
八
歳
で
阿
里
子
の
童
話
の
登
場
人
物
・
ユ
ー
カ
リ
少
年

だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
三
〇
歳
の
美
青
年
・
帝
一
が
、
後
見
人
・
額
間
に
連
れ

ら
れ
て
来
る
。
全
く
性
欲
の
な
い
帝
一
に
阿
里
子
は
惹
か
れ
、
幽
霊
の
手
助
け

に
よ
っ
て
重
政
た
ち
を
追
い
出
し
、
童
話
の
登
場
人
物
た
ち
に
祝
福
さ
れ
な
が

ら
、
二
人
は
結
婚
式
を
あ
げ
る
。
夢
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ぶ
か
し

む
帝
一
に
、
阿
里
子
が
キ
ッ
パ
リ
と
《
私
は
決
し
て
夢
な
ん
ぞ
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
》
と
告
げ
て
幕
。

上
演
回
数
は
三
島
由
紀
夫
作
品
と
し
て
は
多
く
は
な
く２

、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら

れ
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）、
偶
然

に
も
向
陽
舎
と
サ
ロ
ン
劇
場
に
よ
っ
て
公
演
が
相
次
い
だ
こ
と３

、
ま
た
研
究
誌

『
三
島
由
紀
夫
研
究
』
第
四
号
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
に
佐
藤
秀
明
に
よ
る
本

格
的
な
作
品
論
が
掲
載
さ
れ４

、
同
誌
の
座
談
会
で
岩
波
剛
が
「
薔
薇
と
海
賊
」

は
《
従
来
の
新
劇
と
は
構
造
も
コ
ン
セ
プ
ト
も
言
葉
も
違
う
芝
居
》
で
あ
り

《
最
後
に
世
界
を
転
覆
す
る
よ
う
な
女
》
が
登
場
す
る
と
高
評
し
た
こ
と
に
よ

っ
て５

、
再
評
価
の
機
運
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
三
島
文
学
に
お
け

る
位
置
づ
け
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
意
外
に
重
要
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

初
出
・
初
演
時
か
ら
の
戯
曲
評
・
劇
評
を
通
読
し
て
み
る
と
、
こ
の
作
品
の

軸
を
ど
こ
に
お
く
か
二
様
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が

奥
野
健
男
の
劇
評
で
あ
る６

。
奥
野
は
、《
本
で
読
ん
だ
と
き
の
こ
の
劇
の
テ
ー

マ
は
、
三
島
由
紀
夫
が
昔
か
ら
何
度
も
繰
り
返
し
追
求
し
て
い
る
美
の
創
造
者

と
創
ら
れ
た
美
の
乖
離
、
つ
ま
り
美
と
夢
の
創
造
者
は
、
美
と
夢
そ
の
も
の
に
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な
り
得
る
か
、
そ
の
中
に
陶
酔
し
得
る
か
に
あ
る
よ
う
に
思
え
た
》
が
、
文
学

座
の
公
演
で
は
観
客
は
《
性
欲
を
持
た
ぬ
男
と
性
欲
を
嫌
悪
す
る
女
》
に
よ
る

《
純
粋
で
美
し
い
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
》
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
、《
そ
の
代
り
こ

の
芝
居
は
美
し
い
恋
愛
劇
に
な
つ
て
し
ま
い
、
美
と
そ
の
創
造
者
と
の
関
係
は

す
つ
か
り
背
後
へ
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
つ
た
よ
う
に
思
え
る
》
と
述
べ
た
。

「
薔
薇
と
海
賊
」
の
テ
ー
マ
が
《
美
と
そ
の
創
造
者
と
の
関
係
》
で
あ
り
、

現
実
と
虚
構
の
関
係
を
解
こ
う
と
し
た
、《
三
島
の
精
神
的
な
私
戯
曲
》（
村
上

兵
衛７

）
で
あ
る
と
い
う
読
み
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
佐
藤
秀
明
も
、《
童
話
を

自
分
の
世
界
と
感
じ
て
い
る
帝
一
の
異
質
性
が
ま
ず
あ
り
、
現
実
と
童
話
の
双

方
に
立
つ
楓
阿
里
子
が
い
て
、
阿
里
子
の
娘
、
夫
、
夫
の
弟
、
帝
一
の
後
見
人

と
い
う
現
実
側
の
人
た
ち
と
の
間
に
対
話
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
阿
里
子
と
帝

一
の
結
婚
と
い
う
結
末
は
、
現
実
世
界
と
の
対
話
で
の
制
圧
を
意
味
す
る
》
と

し
て
《
現
実
と
反
現
実
と
の
闘
争
と
横
断
》
と
い
う
枠
組
み
を
提
示
し
、《
こ

れ
ほ
ど
裸
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
と
心
配
に
な
る
ほ
ど
に
、
三
島
は
創

作
者
と
し
て
の
根
元
的
な
在
り
方
を
告
白
し
て
い
る
》
と
述
べ
て
い
る８

。
最
初

は
現
実
と
童
話
世
界
の
両
方
に
立
っ
て
い
た
阿
里
子
が
、
帝
一
の
来
訪
に
よ
っ

て
、
現
実
（
海
賊
）
で
は
な
く
虚
妄
の
童
話
世
界
（
薔
薇
）
の
永
遠
性
に
生
き

よ
う
と
す
る
に
い
た
る
過
程
が
劇
的
世
界
の
中
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、《
海
賊
》
は
現
実
の
喩
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
虚
構
の
童
話
世
界
か

ら
見
た
表
現
で
あ
っ
て
、
薔
薇
も
海
賊
も
い
ず
れ
も
〈
虚
妄
〉
を
意
味
す
る
。

だ
か
ら
「
薔
薇
と
海
賊
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
文
字
通
り
の
〈
虚
妄
と
現

実
〉
な
の
で
は
な
い
。
虚
妄
か
ら
見
た
虚
妄
と
現
実
の
対
立
の
意
味
な
の
で
あ

っ
て
、
タ
イ
ト
ル
自
体
に
既
に
虚
妄
の
童
話
世
界
の
勝
利
は
披
瀝
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

問
題
は
奥
野
の
言
う
《
美
し
い
恋
愛
劇
》
の
モ
チ
ー
フ
の
方
で
あ
り９

、
現
実

と
虚
妄
の
関
係
が
性
を
介
さ
な
い
男
女
の
恋
愛
劇
と
し
て
企
図
さ
れ
た
点
に
つ

い
て
の
考
査
が
必
要
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
作
品
成
立
の
事
情
と
典
拠
を
踏
ま

え
な
が
ら
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
方
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

初
め
に
、
こ
の
作
品
の
成
立
事
情
と
素
材
に
つ
い
て
概
括
し
て
お
く
。

三
島
由
紀
夫
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
七
月
に
ク
ノ
ッ
プ
社
の
招
待

で
北
米
に
出
発
し
た
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
英
訳
し
た
『
近
代
能
楽
集
』
の

出
版
の
た
め
で
あ
る
。
上
演
の
申
込
も
あ
り
、
公
演
を
見
届
け
る
た
め
に
、
三

島
は
ほ
ぼ
半
年
の
間
、
お
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
公
演
の
実
現
は
難
航
し
、
三
島
は
優
柔
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
た
ち
に
憤
り

な
が
ら
、
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
ク
を
下
げ
て
節
約
し
て
ま
で
待
ち
続
け

た
。
結
局
、
上
演
に
見
切
り
を
つ
け
た
三
島
は
、
翌
年
一
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

由
で
帰
国
す
る
。
こ
れ
は
、『
金
閣
寺
』『
永
す
ぎ
た
春
』『
美
徳
の
よ
ろ
め
き
』

と
小
説
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
続
き
、「
鹿
鳴
館
」
な
ど
舞
台
で
も
成
功
を
重
ね

て
い
た
三
島
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
不
本
意
な
体
験
で
あ
っ
た 10

。

だ
が
、
三
島
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
に
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
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バ
レ
エ
を
観
て
い
る
。
旅
行
記
『
旅
の
絵
本
』（
一
九
五
八
年
、
講
談
社
）
に

は
レ
ビ
ュ
ー
が
多
数
収
め
ら
れ
、
と
く
に
バ
レ
エ
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ
の
《
実
験
的
で
野
心
的
で
前
衛
的
な
仕
事
》
に
《
ほ
と

ほ
と
感
嘆
》
し
て
会
う
人
ご
と
に
勧
め
た
と
言
い
、
躍
動
す
る
肉
体
を
賛
美
す

る
。
三
島
由
紀
夫
と
演
劇
と
い
う
と
能
や
歌
舞
伎
ば
か
り
が
喧
伝
さ
れ
る
が
、

後
年
バ
レ
エ
台
本
「
ミ
ラ
ン
ダ
」（
一
九
六
八
年
）
を
書
い
た
だ
け
の
こ
と
は

あ
り
、
も
と
も
と
三
島
は
バ
レ
エ
も
観
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
き
ご
ろ
公
開

さ
れ
た
三
島
の
大
学
卒
業
前
後
の
日
記
・「
会
計
日
記
」
に
も
、
《
バ
レ
エ
「
白

鳥
の
湖
」
》（
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
八
月
一
一
日
）、《
鎌
倉
文
庫
に
て

川
端
さ
ん
に
会
ふ
。
夜
バ
レ
エ
に
ゆ
く
》（
同
年
一
〇
月
一
四
日
）
と
い
っ
た

メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
舞
踊
へ
の
関
心
は
川
端
康
成
の
影
響
に
よ
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
三
島
は
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
構
想
の
母
胎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞

在
中
の
バ
レ
エ
観
劇
に
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

《
こ
の
芝
居
の
筋
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ひ
ま
な
と
き
に
、
頭
の
中
で
こ
ね

く
り
ま
は
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
何
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
た
か
と
い
ふ
と
、
多
分
、
昨
年
九
月
に
紐
育

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
来
演
し
た
ロ
イ

ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
（
旧
サ
ド
ラ
ー
ス
・
ウ
エ
ル
ス
・
バ
レ
エ
団
）
の
「
眠

れ
る
森
の
美
女
」
を
見
た
と
き
か
ら
だ
と
思
は
れ
る
。
私
が
想
を
得
た
の

は
終
幕
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
で
あ
る
が
、
ど
う
い
ふ
風
に
想
を
得

た
か
は
、
舞
台
を
よ
く
御
覧
下
さ
れ
ば
わ
か
る
と
思
ふ
。
》
（「
薔
薇
と

海
賊
に
つ
い
て
」『
毎
日
マ
ン
ス
リ
ー
』
一
九
五
八
年
四
月
）

英
国
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
は
世
界
三
大
バ
レ
エ
団
の
一
つ
で
、
創
立
二

五
年
の
一
九
五
六
年
に
王
立
に
移
行
し
て
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
」
の
名
を

与
え
ら
れ
た
。
三
島
は
八
月
二
八
日
か
ら
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
や
合

衆
国
南
部
な
ど
を
旅
行
し
て
回
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
た
の
は
一
〇
月
二

日
。
し
た
が
っ
て
、
九
月
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
を
見
た
と
書
い
て
い
る
の
は

彼
の
記
憶
違
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
諸
種
の
三
島
の
年
譜
に
は

ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
の
観
劇
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
論
者
が
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
広
報
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
一
九
五
七
年
の
ロ
イ
ヤ
ル
・

バ
レ
エ
団
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
は
、
九
月
八
日
か
ら
一
〇
月
六
日
ま
で
の
日

程
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
の
回
答
だ
っ
た
。
こ
の

う
ち
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
は
、
九
月
二
八
日
の
公
演
と
一
〇
月
六
日
の
昼
・

夜
公
演
に
上
演
さ
れ
た
と
の
こ
と
な
の
で 11

、
三
島
の
観
劇
は
昼
夜
は
不
明
な
が

ら
公
演
最
終
日
の
一
〇
月
六
日
だ
っ
た
と
確
定
で
き
よ
う
。
三
島
は
「
白
鳥
の

湖
」
の
切
符
も
購
入
し
て
お
り
、「
白
鳥
の
湖
」
は
期
間
中
一
〇
月
五
日
の
一

日
だ
け
の
上
演
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
島
は
一
〇
月
五
〜
六
日
の
二
日
続

け
て
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
を
鑑
賞
し
た
こ
と
に
な
る
。

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か
ら
の
杉
村
春
子
宛
書
簡
（
一
九
五
七
年
九
月
二
八
日
）

に
《
こ
こ
へ
来
る
前
に
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
サ
ン
タ
・
フ
ェ
に
ゐ
て
、
そ

こ
で
、
来
年
の
約
束
の
芝
居
の
腹
案
が
ほ
ぼ
出
来
上
り
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ

先
が
長
い
し
、
ど
う
気
が
変
る
か
わ
か
ら
な
い
》
と
あ
る
。
《
来
年
の
約
束
の
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芝
居
》
と
は
「
薔
薇
と
海
賊
」
で
あ
る
が
、
三
島
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て

ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
の
公
演
を
観
る
の
は
杉
村
宛
書
簡
よ
り
後
の
こ
と
で
あ

る
。「
薔
薇
と
海
賊
」
の
創
作
ノ
ー
ト
類
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
腹
案
の
内
容
は

全
く
不
明
だ
が
、
バ
レ
エ
観
劇
に
よ
っ
て
当
初
の
構
想
が
相
当
改
変
さ
れ
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
実
と
虚
妄
を
め
ぐ
る
私
戯
曲
的
な
テ
ー
マ
が
腹
案
と
し

て
あ
り
、
あ
と
か
ら
バ
レ
エ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
の
設
定
が
導

入
さ
れ
た
た
め
に
、
奥
野
が
指
摘
し
た
よ
う
な
テ
ー
マ
と
情
念
の
分
裂
し
た
印

象
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い
た
腹
案
に
手
を
加
え
る
ほ

ど
、
三
島
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
の
「
眠
り
の
森
の
美
女
」
に
触
発
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
三
島
が
見
た
の
は
、
名
プ
リ
マ
で
オ
ー
ロ
ラ
姫
を
最
大
の
持
ち

役
と
し
て
い
た
マ
ー
ゴ
ッ
ト
（
マ
ー
ゴ
）
・
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ン
に
よ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
が 12

、
そ
れ
で
も
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
は
、
伝
統
的
に
ロ
イ
ヤ

ル
・
バ
レ
エ
団
の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
「
薔
薇
と
海
賊
」
評
で
は
、
素
材
と
し
て
の
「
眠
れ
る

森
の
美
女
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
。「
金
閣
寺
」
が
三
島

自
身
の
認
識
を
投
影
す
る
の
に
現
実
の
放
火
事
件
を
借
り
て
い
た
よ
う
に
、
三

島
は
原
型
の
変
形
の
う
ち
に
自
己
告
白
す
る
タ
イ
プ
の
作
家
で
あ
る
。
三
島
由

紀
夫
の
《
私
戯
曲
》
た
る
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
発
想
の
源
泉
と
な
っ
た
作

品
の
受
容
と
変
造
の
様
相
に
こ
そ
、
三
島
作
品
の
特
色
が
表
れ
で
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
薔
薇
と
海
賊
」
は
一
種
の
帰
朝
作
品
な
の
で
あ
り
、「
潮

騒
」
が
「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
」
を
下
敷
き
に
し
た
ギ
リ
シ
ャ
土
産
の
小
説
で

あ
る
と
遇
さ
れ
る
の
と
同
程
度
に
は
、「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
と
の
関
係
を
考

察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

＊
　
＊
　
＊

バ
レ
エ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
は
、
イ
ワ
ン
・
フ
セ
ヴ
ォ
ロ
ジ
ス
キ
ー
と
マ

リ
ウ
ス
・
プ
テ
ィ
パ
の
共
同
台
本
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音

楽
、
プ
テ
ィ
パ
の
振
付
に
よ
り
、
一
八
九
〇
年
ロ
シ
ア
の
マ
リ
ン
ス
キ
ー
劇
場

で
初
演
さ
れ
た 13

。
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
三
幕
か
ら
な
り
、
上
演
時
間
が
三
時
間
近
い

絢
爛
豪
華
な
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
あ
る
。
筋
立
て
は
ペ
ロ
ー
の
童
話
を
原
作
と

し
た
お
馴
染
み
の
「
眠
り
姫
」
の
物
語
で
、
グ
リ
ム
に
も
類
話
「
い
ば
ら
姫
」

が
あ
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
の
命
名
式
に
、
自
分
だ
け
招
待
さ
れ
な
か

っ
た
悪
の
妖
精
・
カ
ラ
ボ
ス
が
や
っ
て
き
て
呪
い
を
予
言
す
る
が
、
善
の
妖
精

で
あ
る
リ
ラ
の
精
が
一
同
を
安
心
さ
せ
る
。
第
一
幕
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
の
一
六

歳
の
誕
生
日
の
宴
。
才
智
の
す
べ
て
を
持
つ
美
し
い
オ
ー
ロ
ラ
姫
が
登
場
し
、

彼
女
に
求
愛
す
る
四
人
の
貴
公
子
と
と
も
に
踊
っ
た
あ
と
、
カ
ラ
ボ
ス
が
扮
し

た
老
婆
に
渡
さ
れ
た
紡
錘
に
刺
さ
れ
て
倒
れ
る
。
そ
こ
へ
リ
ラ
の
精
が
現
れ
、

姫
は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
百
年
間
眠
る
だ
け
だ
と
一
同
を
慰
め
、
そ
の
ま
ま
魔

法
に
よ
っ
て
皆
も
眠
り
に
つ
か
せ
、
巨
大
な
い
ば
ら
が
城
全
体
を
包
み
込
む
。

第
二
幕
は
百
年
後
。
森
で
心
晴
れ
ぬ
様
子
の
フ
ロ
リ
ム
ン
ト
王
子
に
リ
ラ
の
精

が
オ
ー
ロ
ラ
姫
の
幻
影
を
見
せ
、
王
子
は
姫
に
恋
を
し
て
幻
影
と
踊
る
。
リ
ラ

の
精
と
王
子
は
真
珠
貝
の
船
に
乗
っ
て
不
気
味
な
蜘
蛛
の
巣
の
は
り
め
ぐ
ら
さ
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れ
た
王
宮
へ
行
き
、
カ
ラ
ボ
ス
を
退
け
る
。
王
子
が
眠
る
王
女
に
口
づ
け
を
し

て
そ
の
眠
り
を
覚
ま
し
求
婚
す
る
と
同
時
に
、
百
年
間
眠
り
続
け
て
い
た
城
も

人
々
も
眠
り
か
ら
覚
め
、
明
る
い
悦
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
。
第
三
幕
は
、
オ
ー

ロ
ラ
姫
と
フ
ロ
リ
ム
ン
ト
王
子
の
結
婚
式
。
ペ
ロ
ー
の
童
話
の
人
気
者
た
ち
が

祝
福
に
現
れ
て
次
々
と
踊
り
、
最
後
に
リ
ラ
の
精
の
見
守
る
な
か
、
オ
ー
ロ
ラ

姫
と
王
子
に
よ
る
愛
の
グ
ラ
ン
・
パ
・
ド
・
ド
ゥ
に
よ
っ
て
幕
が
降
り
る
。

三
島
は
《
私
が
想
を
得
た
の
は
終
幕
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
で
あ
る
》

と
書
い
た
が
、「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ンdiv

ertissem
en

ts

」
と
は
、
一
人

ま
た
は
数
人
で
踊
ら
れ
る
小
品
で
、
グ
ラ
ン
・
パ
・
ド
・
ド
ゥ
の
前
座
と
し
て

の
多
様
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ダ
ン
ス
の
こ
と
。
第
三
幕
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
と

王
子
の
結
婚
式
を
祝
し
て
、
同
じ
ペ
ロ
ー
原
作
の
童
話
の
人
気
者
た
ち
が
客
人

と
し
て
華
や
か
に
登
場
す
る
。
赤
頭
巾
と
狼
、
フ
ロ
リ
ナ
王
女
と
青
い
鳥
、
長

靴
を
履
い
た
猫
と
白
い
雌
猫
、
青
髭
と
妻
た
ち
な
ど
が
次
々
と
登
場
し
て
は
、

祝
福
の
踊
り
を
披
露
す
る
の
で
あ
る
。

「
薔
薇
と
海
賊
」
で
は
、
大
団
円
で
勘
次
と
定
代
の
幽
霊
に
よ
っ
て
催
さ
れ

た
阿
里
子
と
帝
一
の
結
婚
式
に
、
阿
里
子
の
童
話
世
界
の
住
人
た
ち
が
出
席
す

る
シ
ー
ン
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
犬
の
マ
フ
マ
フ
や
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
魔
、
ド
ン

ド
ン
ピ
チ
ャ
リ
星
人
や
本
物
の
ニ
ッ
ケ
ル
姫
、
童
話
の
な
か
の
動
物
た
ち
が

《
月
の
お
庭
》
に
面
し
た
窓
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
て
席
に
着
く
。
千
恵
子
が

扮
装
し
た
ニ
ッ
ケ
ル
姫
や
セ
リ
フ
の
中
だ
け
に
出
て
く
る
マ
フ
マ
フ
や
ジ
ャ
ラ

ジ
ャ
ラ
魔
と
い
っ
た
偽
物
や
言
葉
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
童
話
の
《
王
国
》
が

実
在
し
て
現
実
を
凌
駕
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
、
結
末
に
可
視
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
観
客
に
見
せ
つ
け
る
重
要
な
場
面
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
な
か
な
か
演
出
の
難
し
い
箇
所
だ
ろ
う
。
論
者
は
未
見
だ
が

文
学
座
に
よ
る
初
演
や
浪
曼
劇
場
の
再
演
で
は
童
話
の
人
物
達
を
登
場
さ
せ
た

よ
う
だ
が
、
劇
評
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、《
三
幕
の
幽
霊
の
出
現
と
夢
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
化
の
場
面
は
ど
う
し
て
も
ぎ
こ
ち
な
く
弱
い
》（
奥
野

健
男
・
初
演
）、《
学
芸
会
》・《
子
供
だ
ま
し
の
サ
ー
ビ
ス
》（
大
久
保
典
夫
・

再
演
）
な
ど
、
評
論
家
に
は
必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い 14

。
こ
う
し
た

過
去
の
劇
評
に
配
慮
し
た
の
か
、
昨
年
の
サ
ロ
ン
劇
場
の
公
演
で
は
、
童
話
の

人
物
達
を
全
く
登
場
さ
せ
ず
、
阿
里
子
と
帝
一
が
見
え
な
い
も
の
た
ち
に
呼
び

か
け
て
い
た
が
、
こ
の
演
出
で
は
二
人
の
作
り
上
げ
た
《
王
国
》
が
現
実
を
侵

犯
す
る
こ
と
の
な
い
完
全
な
妄
想
と
な
っ
て
し
ま
い
、
観
客
に
二
人
の
世
界
の

勝
利
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
向
陽
舎
の
公
演

で
は
、《
月
の
お
庭
》
の
住
人
た
ち
を
登
場
さ
せ
て
、
千
恵
子
や
重
政
な
ど
出

て
行
っ
た
人
物
を
演
じ
た
役
者
全
員
に
着
ぐ
る
み
で
演
じ
さ
せ
る
。
失
わ
れ
た

も
の
は
何
も
な
く
、
全
て
が
童
話
の
世
界
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
意
図
に
よ

る
、
幸
福
感
を
か
も
し
出
さ
せ
る
演
出
法
で
あ
る
。

三
島
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
土
産
の
バ
レ
エ
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
を
超
え
た

祝
祭
的
技
法
を
導
入
し
、
虚
構
の
現
実
化
・
永
遠
性
を
印
象
づ
け
た
。
こ
れ
は

後
の
小
劇
場
演
劇
の
先
取
り
と
も
言
え
る
作
劇
で
あ
っ
て
、
現
在
の
観
客
な
ら

ば
ご
く
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 15

。
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二
〈
眠
れ
る
森
〉
の
眠
ら
な
い
童
話
作
家

「
薔
薇
と
海
賊
」
に
は
、〈
薔
薇
〉
が
阿
里
子
と
帝
一
の
童
話
世
界
の
象
徴
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
鞘
に
薔
薇
の
模
様
の
あ
る
ユ
ー
カ
リ
少
年
の
短
剣
は
劇

を
展
開
さ
せ
て
い
く
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
大
団
円
で
阿
里
子
と
帝
一
が

か
ぶ
る
《
久
遠
の
薔
薇
》
で
で
き
た
王
冠
は
童
話
の
世
界
が
現
実
を
凌
駕
し
た

象
徴
と
な
る
。
薔
薇
の
モ
チ
ー
フ
は
、「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
に
も
頻
出
す
る
。

第
一
幕
の
見
せ
場
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
が
四
人
の
求
婚
者
か
ら
一
輪
ず
つ
薔
薇
の

花
を
受
け
取
り
な
が
ら
難
度
の
高
い
技
術
を
見
せ
て
踊
る
ロ
ー
ズ
・
ア
ダ
ー
ジ

ョ
と
呼
ば
れ
る
場
面
で
あ
る
。

ま
た
、「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
で
は
、
カ
ラ
ボ
ス
の
呪
い
に
よ
っ
て
姫
や
人
々

が
眠
る
城
は
い
ば
ら
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
、
蜘
蛛
の
巣
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
る
。
姫
を
救
い
に
行
っ
た
王
子
が
蜘
蛛
の
巣
を
は
ら
い
眠
る
姫
に
口
づ
け

を
す
る
と
、
雷
鳴
が
と
ど
ろ
い
て
王
国
は
生
気
を
と
り
も
ど
し
、
い
ば
ら
も
霧

散
す
る
。「
薔
薇
と
海
賊
」
で
も
、
阿
里
子
が
帝
一
に
《
ユ
ー
カ
リ
少
年
は
勇

敢
だ
か
ら
、
目
を
さ
ま
し
て
、
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
ゐ
る
夢
の
蜘
蛛
の
巣
を

払
ひ
落
す
の
》
と
言
う
し
、
《
魔
法
が
解
け
た
ん
だ
。
俺
は
君
を
、
君
は
じ
め

こ
の
一
家
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
ゐ
た
童
話
の
魔
法
か
ら
解
き
は
な
す
よ
》

と
い
っ
た
重
政
の
セ
リ
フ
に
よ
っ
て
、
百
年
間
い
ば
ら
の
茂
る
お
城
で
王
子
様

の
訪
れ
を
待
つ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

三
島
は
「『
薔
薇
と
海
賊
』
に
つ
い
て
」（『
文
学
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
昭
和
三

三
年
七
月
）
に
お
い
て
、《
本
曲
で
私
が
眼
目
と
し
た
の
は
、
阿
里
子
と
帝
一

の
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
で
あ
る
》
と
言
い
、
そ
れ
は
、《
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の

ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
の
如
き
も
の
》
で
《
そ
の
感
情
は
真
率
で
》《
甘
い
、
甘
い
、
甘

い
、
糖
蜜
よ
り
も
、
こ
の
世
の
一
等
甘
い
も
の
よ
り
も
甘
い
、
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》
と
言
う
。

《
現
代
風
俗
の
う
ち
に
舞
台
上
の
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
を
成
立
せ
し
め
る
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
顧
慮
が
、
逆
に
こ
の
芝
居
の
奇
矯
な
筋
を
誘
導
し
た

と
も
い
へ
る
の
で
あ
つ
て
、
私
が
ど
う
や
ら
確
信
を
持
つ
て
言
へ
る
こ
と

は
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
時
代
と
同
等
の
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
を
、
現
代
風
俗
の
舞

台
へ
持
ち
込
む
に
は
、
女
流
童
話
作
家
と
そ
の
フ
ァ
ン
の
白
痴
の
三
十

男
、
し
か
も
性
欲
を
嫌
悪
す
る
女
と
性
欲
を
持
た
ぬ
男
と
の
恋
人
同
士

を
、
登
場
さ
せ
る
ほ
か
は
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
》

登
場
人
物
や
物
語
が
先
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
を

手
本
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
甘
い
ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
を
描
き
た
い
と
の
欲
望
が
ま
ず

あ
っ
た
。
バ
レ
エ
で
は
濃
密
な
愛
情
表
現
が
性
を
介
さ
ず
躍
動
す
る
肉
体
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
を
現
代
に
持
ち
込
む
た
め
に
、《
性
欲
を
嫌
悪
す
る

女
と
性
欲
を
持
た
ぬ
男
》
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
《
女
流
童
話
作
家
と
そ

の
フ
ァ
ン
の
白
痴
の
三
十
男
》
が
召
喚
さ
れ
て
《
こ
の
芝
居
の
奇
矯
な
筋
》
が

生
れ
た
と
い
う
の
だ
。

《
奇
矯
な
筋
》
の
起
点
は
、
二
〇
年
前
に
阿
里
子
が
重
政
に
強
姦
さ
れ
、
そ
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の
後
結
婚
し
て
も
重
政
へ
の
復
讐
と
《
純
潔
》
を
守
り
つ
づ
け
る
た
め
に
夫
と

の
肉
体
的
関
係
は
絶
ち
つ
づ
け
、
夫
が
愛
人
を
持
つ
の
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
作
品
の
現
在
時
を
戯
曲
刊
行
・
初
演
時
の
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
に

仮
定
す
る
と
、
事
件
が
起
き
た
二
〇
年
前
は
昭
和
一
三
年
で
、
刑
法
の
堕
胎
罪

に
よ
っ
て
強
姦
さ
れ
て
妊
娠
し
た
場
合
に
も
人
工
妊
娠
中
絶
は
で
き
な
い
時
代

だ
っ
た 16

。
し
か
し
一
方
で
当
時
も
刑
法
に
は
二
年
以
上
の
懲
役
と
す
る
強
姦
罪

も
あ
り
（
平
成
一
六
年
に
《
三
年
以
上
の
懲
役
》
に
改
正
）、
復
讐
の
た
め
と

は
い
え
強
姦
の
加
害
者
と
結
婚
す
る
な
ど
極
め
て
不
自
然
で
、
ま
さ
に
《
奇
矯

な
筋
》
で
あ
る 17

。

阿
里
子
は
レ
イ
プ
の
被
害
者
で
あ
り
、〈
サ
バ
イ
バ
ー
〉（
＝
心
的
外
傷
（
ト

ラ
ウ
マ
）
後
に
生
き
残
っ
た
者
）
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る 18

。
そ
し
て
、
失
わ

れ
た
か
ら
こ
そ
《
純
潔
》
を
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
き 19

、
自
己
を
回
復

さ
せ
て
い
く
た
め
に
童
話
世
界
を
創
作
す
る
。
そ
れ
は
、
現
実
を
虚
構
の
世
界

の
な
か
で
改
変
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
著
名
な
童
話
作
家
に
な
っ
て
も
阿
里
子

が
完
全
に
は
救
済
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
冒
頭
で
自
動
車
に
轢
か
れ
た

犬
の
死
骸
を
見
た
阿
里
子
が
、《
犬
が
自
分
の
悲
し
い
生
涯
に
飽
き
飽
き
し
て
》

自
殺
し
た
の
だ
と
想
像
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
い
わ
ば
阿
里
子
は
精
神

的
な
臨
死
体
験
を
し
た
の
で
あ
り
、《
も
し
夜
の
ベ
ン
チ
で
抱
き
合
つ
た
恋
人

た
ち
を
見
た
と
す
る
。
す
る
と
、
そ
い
つ
を
忽
ち
蔓
草
に
か
ら
ま
れ
た
夕
顔
の

花
に
変
へ
て
し
ま
ふ
》
と
評
さ
れ
る
具
合
に
、
現
実
を
懸
命
に
虚
構
の
な
か
で

改
変
し
て
い
く
こ
と
で
《
純
潔
》
な
童
話
世
界
を
作
り
上
げ
、
自
分
の
《
純

潔
》
を
汚
し
た
男
の
欲
望
を
な
き
も
の
と
し
て
精
神
の
均
衡
を
保
と
う
と
す
る

の
だ
。
そ
し
て
、
王
子
た
る
帝
一
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
自
殺
し
た
犬
の
物
語

は
、《
と
て
も
幸
福
な
、
明
る
い
物
語
に
変
貌
》
し
、
厭
世
的
な
阿
里
子
の
現

実
は
解
消
さ
れ
て
、《
純
潔
》
で
美
し
い
童
話
世
界
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
く
。

さ
て
、
近
年
、
童
話
を
精
神
分
析
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
に
よ
っ
て
再
読
す
る

試
み
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
バ
レ
エ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
素

材
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
榎
本
義
子
は
、「
眠
り
姫
」
伝

承
に
は
、
性
愛
と
死
の
暗
示
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、《
「
眠
り

姫
」
は
若
さ
と
美
し
さ
を
保
ち
つ
つ
、
自
分
を
目
覚
め
さ
せ
、
新
し
い
生
活
へ

導
い
て
く
れ
る
王
子
を
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
る
》《
自
分
で
は
何
ひ
と
つ
で
き

な
い
無
力
な
存
在
》
で
あ
り
、《
行
動
的
な
王
子
の
キ
ス
に
よ
り
呪
縛
を
断
ち

切
ら
れ
て
目
覚
め
、
王
子
と
共
に
本
当
の
人
生
を
歩
み
始
め
る
》
と
分
析
す

る
。
ま
た
、《
十
五
、
六
歳
と
い
う
年
齢
は
少
女
が
性
に
目
覚
め
、
女
へ
と
変

化
す
る
時
期
で
あ
り
、
紡
錘
は
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
を
表
す
と
い
う
解
釈
も
あ
る

よ
う
だ
》
と
い
う 20

。
Ｉ
・
フ
ェ
ッ
チ
ャ
ー
は
、《
「
糸
巻
き
棒
」
は
男
根
の
象
徴

と
し
て
、「
つ
き
さ
す
こ
と
」
は
処
女
喪
失
の
象
徴
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
》
と
言
う
の
で
あ
り 21

、「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
を
素
材
と
し
た
「
薔
薇

と
海
賊
」
の
発
想
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
紡
錘
に
刺
さ
れ
た
童
話
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
姫
が
眠
り
な
が

ら
王
子
の
キ
ス
を
た
だ
待
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
バ
レ
エ
で
は
眠
れ
ぬ
姫
の

幻
影
が
踊
り
に
よ
っ
て
王
子
を
い
ざ
な
い
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
阿
里
子
と
な
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る
と
も
は
や
受
動
的
な
存
在
で
は
な
い
。
二
十
年
の
間
、
精
神
的
な
闇
を
抱
え

持
ち
つ
つ
、
彼
女
は
人
工
的
な
庭
作
り
に
《
精
根
を
傾
け
た
》
。
そ
し
て
、《
か

う
し
て
童
話
を
書
い
て
ゐ
ま
す
け
れ
ど
、
私
は
あ
な
た
方
と
は
ち
が
つ
て
、
つ

ひ
ぞ
人
生
に
夢
を
抱
い
た
こ
と
な
ん
ぞ
な
い
ん
で
す
。
直
視
し
て
、
さ
う
で
す

わ
、
直
視
し
て
、
時
に
は
譲
歩
し
て
、
そ
し
て
利
用
す
る
ん
で
す
》
と
語
る
よ

う
に
、
目
を
開
け
て
認
識
し
、
現
実
を
虚
構
へ
と
変
換
し
続
け
る
。

《
帝
一

僕
た
ち
は
夢
を
見
て
ゐ
る
ん
で
は
な
い
だ
ら
う
ね
。

楓

大
丈
夫
よ
。
私
に
委
せ
て
お
お
き
な
さ
い
。
た
と
へ
あ
な
た
の
見
て

ゐ
る
も
の
が
夢
だ
と
し
て
も
。

帝
一
　
う
ん
。

楓
（
キ
ッ
パ
リ
と
）
私
は
決
し
て
夢
な
ん
ぞ
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
》
（
三
）

死
と
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
、
呪
縛
さ
れ
た
時
空
間
に
外
か
ら
王
子
が
訪
れ
て

救
い
を
も
た
ら
し
、
大
団
円
と
し
て
の
結
婚
式
を
あ
げ
る
、
と
い
う
基
本
構
造

を
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
か
ら
借
り
な
が
ら
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
阿
里
子
は

《
決
し
て
夢
な
ん
ぞ
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
》
と
キ
ッ
パ
リ
と
言
う
。
阿
里

子
は
自
分
の
童
話
世
界
を
《
私
の
夢
の
国
》
と
称
し
た
が
、
し
か
し
、
童
話
世

界
《
夢
の
お
国
》
を
創
作
す
る
阿
里
子
自
身
は
決
し
て
眠
ら
な
い
／
眠
れ
な
い
。

覚
醒
し
て
、
認
識
し
、
現
実
を
改
変
し
続
け
、
自
ら
の
創
作
世
界
に
来
訪
者
を

引
き
ず
り
込
ん
で
し
ま
う
。「
薔
薇
と
海
賊
」
は
、〈
眠
れ
る
森
〉
の
眠
ら
な
い

美
女
＝
童
話
作
家
の
劇
な
の
で
あ
る
。
外
か
ら
の
訪
れ
を
〈
待
つ
〉
者
を
三
島

は
初
期
か
ら
描
き
つ
づ
け
て
い
た
が
、「
薔
薇
と
海
賊
」
で
は
そ
の
モ
チ
ー
フ

を
女
性
の
覚
醒
の
問
題
と
し
て
描
く
の
だ
。
い
ま
だ
に
三
島
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
な
女
性
嫌
悪

ミ

ソ

ジ

ニ

ー

で
語
る
人
が
い
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

男
性
が
虚
構
の
創
作
世
界
に
没
入
し
、
女
性
が
虚
無
の
な
か
で
認
識
し
続
け

る
と
い
う
構
図
は
、『
近
代
能
楽
集
』
の
「
卒
塔
婆
小
町
」
に
も
あ
る 22

。「
葵
上
」

も
、
年
上
の
女
性
・
六
条
康
子
が
年
下
の
男
性
・
若
林
光
を
幻
想
の
世
界
へ
誘

い
出
し
て
い
く
心
理
劇
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
眠
り
の
力
が
大
き
く
働
く 23

。「
班

女
」
も
虚
妄
の
世
界
に
生
き
続
け
《
狂
気
の
宝
石
》
と
化
す
花
子
と
そ
れ
を
育

み
見
守
る
実
子
の
二
人
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
作
ら
れ
る
《
す
ば
ら
し
い
人
生
》

の
様
相
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
薔
薇
と
海
賊
」
は
『
近
代
能
楽

集
』
と
極
め
て
類
似
し
た
テ
ー
マ
と
モ
チ
ー
フ
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
三
島
が
劇

の
原
型
を
意
匠
を
変
え
て
紡
ぎ
つ
づ
け
る
様
相
が
見
て
と
れ
る
。『
近
代
能
楽

集
』
に
つ
い
て
、
三
島
は
《
思
い
切
っ
て
ア
ダ
プ
ト
》
す
る
が
《
能
の
テ
ー
マ

の
、
ま
っ
た
く
裏
返
し
で
す
け
れ
ど
も
、
テ
ー
マ
だ
け
は
、
ギ
ュ
ー
ッ
と
ひ
っ

ぱ
り
出
す
》
と
語
っ
て
い
た 24

。
原
曲
の
謡
曲
を
改
変
す
る
こ
と
で
三
島
の
独
自

性
を
出
し
て
い
た
よ
う
に
、「
薔
薇
と
海
賊
」
も
バ
レ
エ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

の
枠
組
と
方
法
を
借
り
て
虚
妄
の
美
を
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
も
、
王
子
の
来
訪
を

待
つ
眠
り
姫
の
物
語
を
、
覚
醒
し
て
童
話
世
界
を
創
作
す
る
女
の
物
語
へ
と
裏

返
し
変
奏
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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三
　
方
法
と
し
て
の
童
話

こ
こ
ま
で
、
バ
レ
エ
「
眠
り
の
森
の
美
女
」
と
ペ
ロ
ー
の
童
話
を
軸
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
き
た
が
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
発
想
の
源
泉
は
こ
れ
ば
か
り
で

は
な
い
。
村
松
剛
は
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
素
材
の
一
つ
は
「
ピ
ー
タ
ー
・
パ

ン
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
帝
一
が
い
つ
ま
で
も
自
分
を
子
ど
も
の
ま
ま
だ
と

思
っ
て
い
る
設
定
は
、
た
し
か
に
、
大
人
に
な
る
こ
と
を
や
め
た
少
年
で
あ
る

ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う 25

。
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン

は
「
ネ
ヴ
ァ
ー
ラ
ン
ド
」（
ど
こ
に
も
な
い
国
）
か
ら
や
っ
て
来
る
が
、
帝
一

も
阿
里
子
に
よ
っ
て
《
あ
の
人
は
私
た
ち
の
世
界
に
は
ゐ
ま
せ
ん
わ
。
ど
こ
か

ち
が
ふ
星
に
住
ん
で
ゐ
る
ん
で
す
も
の
》
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
薔
薇
と
海
賊
」
に
は
、
童
話
の
国
に
住
ま
う
大
人
に
な
ら
な

い
少
年
が
現
実
世
界
に
闖
入
し
て
く
る
「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」
の
世
界
構
造
が

利
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
眠
り
の
森
の
美
女
」
の
世
界
が
変
奏
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」
も
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
大
人
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
少
年
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
を
た
だ
一
人
の
例

外
と
し
て
、
他
の
す
べ
て
の
子
ど
も
は
成
長
し
て
大
人
に
な
る
と
い
う
の
が
、

「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」
の
世
界
観
で
あ
り
、
だ
か
ら
、
ピ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
ネ

ヴ
ァ
ー
ラ
ン
ド
で
冒
険
に
行
っ
た
ウ
ェ
ン
デ
ィ
は
代
替
わ
り
す
る
。
ネ
ヴ
ァ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
ウ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
い
つ
し
か
ピ
ー
タ
ー
を
待
た
な

く
な
り
、
彼
を
裏
切
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
な
が
ら
大
人
に
な
り
、
結
婚
し
て

子
ど
も
を
生
む
。
そ
し
て
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
の
娘
の
ジ
ェ
イ
ン
が
ピ
ー
タ
ー
と
一

緒
に
飛
び
、
さ
ら
に
そ
の
娘
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が
ピ
ー
タ
ー
の
仲
間
に
な
る
。

現
実
世
界
の
女
の
子
た
ち
は
、陽
気
で
無
邪
気
で
気
ま
ま
で
あ
る
子
ど
も
時
代

に
だ
け
ピ
ー
タ
ー
と
飛
ん
で
ピ
ー
タ
ー
の
母
親
に
な
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は

一
人
の
例
外
も
な
く
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。

《
帝
一

僕
た
ち
、
…
…
（
不
安
げ
に
）
年
を
と
る
の
？

楓

さ
あ
、
…
…
あ
な
た
だ
け
が
年
を
と
ら
な
い
で
、
私
が
と
つ
た
ら
…
…
。

帝
一
（
打
消
し
て
）
う
そ
だ
よ
。
う
そ
だ
よ
。
僕
が
年
を
と
ら
な
け
れ

ば
、
君
も
絶
対
に
と
ら
な
い
ん
だ
よ
。

楓
（
涙
を
に
じ
ま
せ
て
）
あ
り
が
た
う
。
》
（
二
）

「
薔
薇
と
海
賊
」
で
も
年
齢
は
問
題
視
さ
れ
る
が
、
二
人
は
劇
の
最
終
場
面

で
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
《
久
遠
の
薔
薇
》
の
冠
を
賦
与
さ
れ
て
、
も
は

や
年
を
と
る
こ
と
は
な
い
。「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」
と
は
逆
に
、
娘
の
千
恵
子

が
現
実
的
で
、
母
親
の
阿
里
子
は
完
全
な
童
話
世
界
の
な
か
で
生
き
永
ら
え
て

い
く
。
や
は
り
童
話
が
裏
返
さ
れ
る
の
だ
。

そ
の
ほ
か
、
阿
里
子
が
精
根
こ
め
て
作
っ
た
《
「
月
の
お
庭
」
》
で
歌
を
歌

う
子
ど
も
た
ち
は
、《
子
供
し
か
く
ぐ
れ
な
い
生
垣
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
つ
て
、

日
曜
日
の
お
午ひ
る

す
ぎ
に
は
、
こ
こ
の
お
庭
へ
あ
そ
び
に
来
る
》
。
作
者
で
あ
る

自
分
は
庭
に
入
れ
な
い
と
い
う
阿
里
子
に
、《
先
生
は
入
れ
る
よ
。
僕
、
入
れ

て
あ
げ
る
よ
》
と
帝
一
が
手
を
引
い
て
庭
に
導
く
が
、
こ
れ
は
ワ
イ
ル
ド
の

「
わ
が
ま
ま
な
大
男
」
が
流
用
さ
れ
て
い
よ
う 26

。
子
ど
も
た
ち
は
大
男
が
め
ぐ
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ら
し
た
高
い
塀
に
あ
い
た
小
さ
な
穴
か
ら
庭
に
入
り
込
ん
で
遊
び
、
そ
れ
ま
で

ず
っ
と
厳
し
い
冬
が
続
い
て
い
た
大
男
の
庭
に
楽
し
い
春
を
呼
び
起
こ
す
。
そ

し
て
小
さ
な
男
の
子
と
の
出
逢
い
に
よ
っ
て
、
大
男
は
庭
で
子
ど
も
た
ち
と
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。「
薔
薇
と
海
賊
」
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
童
話
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
注
入
さ
れ
て
い
る
。

生
前
未
発
表
だ
っ
た
原
稿
を
収
録
し
た
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
の
刊

行
に
よ
っ
て
、
幼
年
期
の
三
島
の
童
話
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
末
尾
に
《
一
五
、
三
、
一
四
》
の
擱
筆
の
日
付
を
お
く
「
童
話
三

昧
」
で
は
、《
童
話
の
雰
囲
気
は
そ
の
ま
ゝ
わ
た
し
の
生
活
だ
つ
た
》
と
言
い
、

《
わ
た
し
と
同
年
配
の
子
供
た
ち
が
ボ
オ
ル
や
鉄
兜
に
暮
し
て
ゐ
る
あ
ひ
だ
、

わ
た
し
は
目
を
丸
く
し
て
童
話
を
よ
み
、
子
供
ら
し
い
お
伽
噺
を
つ
く
つ
た
》

と
、
三
重
吉
や
ワ
イ
ル
ド
な
ど
の
名
を
列
挙
し
て
読
書
遍
歴
を
語
る
。『
決
定

版
全
集
』
に
は
、
動
物
た
ち
を
主
人
公
と
す
る
宮
沢
賢
治
風
の
「
熊
蜂
の
家
」

や
、《
香
水
姫
》
が
登
場
す
る
「
緑
色
の
夜
」
な
ど
、
三
島
が
書
い
た
童
話
の

習
作
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
仮
面
の
告
白
」
に
は
、
幼
年
期
の
〈
私
〉
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
童
話
を
自
分
の
嗜
好
に
あ
わ
せ
て
想
像
の
な
か
で
改
変
し
て
し

ま
う
様
が
描
か
れ
る
が
、
多
く
の
童
話
に
触
れ
、
そ
れ
を
改
変
し
て
自
分
好
み

の
世
界
を
想
像
／
創
造
す
る
と
こ
ろ
に
、
作
家
と
し
て
の
三
島
の
出
発
は
あ
っ

た
。《
童
話
と
は
ま
た
、
最
も
純
粋
に
語
ら
れ
た
告
白
》
だ
っ
た
の
で
あ
る 27

。

後
年
の
三
島
は
、《
猛
獣
狩
の
本
や
、
伝
奇
的
な
荒
唐
無
稽
な
冒
険
小
説
の

と
り
こ
》
に
な
っ
て
い
た
自
分
を
振
り
返
り
、《
子
供
の
こ
ろ
、
さ
う
い
ふ
本

を
読
ん
で
、
大
き
く
な
つ
た
ら
、
さ
う
い
ふ
作
中
人
物
の
様
な
生
活
を
し
た
い

と
考
へ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
大
き
く
な
つ
た
私
は
、
さ
う
い
ふ

生
活
を
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
た
だ
子
供
の
こ
ろ
あ
こ
が
れ
て
ゐ
た
や
う
な

本
の
作
者
に
な
つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。
子
供
は
こ
の
二
つ
を
混
同
し
て
ゐ
る

が
、
実
は
夜
と
昼
ほ
ど
の
相
違
が
あ
る
》（「
堂
々
め
ぐ
り
の
放
浪
」
一
九
五
三

年
）
と
書
き
記
す
。
大
人
に
な
る
こ
と
は
、
作
者
で
あ
る
自
分
が
自
分
の
好
む

創
作
世
界
の
な
か
の
住
人
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
里
子
が

直
面
し
た
童
話
の
人
物
と
作
者
と
の
違
い
は
、
三
島
自
身
の
問
題
で
も
あ
っ

た
。
三
島
は
、
外
国
土
産
の
バ
レ
エ
の
方
法
を
導
入
し
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ラ

ヴ
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
た
「
薔
薇
と
海
賊
」
に
、
自
ら
の
魂
と
創
作
の
故

郷
で
あ
っ
た
童
話
世
界
を
縦
横
に
と
か
し
こ
み
、
現
実
と
虚
妄
を
め
ぐ
る
夢
を

告
白
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
　
二
つ
の
庭
│
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
七
〇
年
へ

「
薔
薇
と
海
賊
」
は
、
三
島
が
亡
く
な
る
直
前
の
一
九
七
〇
年
一
〇
月
〜
一

一
月
に
か
け
て
、
三
島
自
身
の
強
い
希
望
に
よ
っ
て
浪
曼
劇
場
公
演
と
し
て
再

演
さ
れ
た
。
東
京
公
演
の
あ
と
の
地
方
公
演
が
終
了
し
た
の
は
、
自
決
二
日
前

の
二
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
の
追
悼
公
演
と
な
す
べ
く
翌
年
二
月
に
組
ま

れ
た
「
サ
ロ
メ
」
と
と
も
に
、
三
島
は
演
劇
の
分
野
へ
の
遺
書
と
し
て
「
薔
薇

と
海
賊
」
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た 28

。
舞
台
稽
古
で
も
初
日
で
も
、
帝
一
が
絶
望

す
る
二
幕
目
の
幕
切
れ
の
セ
リ
フ
で
三
島
が
涙
を
流
し
た
こ
と
を
主
演
の
村
松
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英
子
が
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
生
前
最
後
の
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
三
島
は

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ッ
ス
マ
ン
か
ら
発
想
し
た
こ
と
、

初
演
時
か
ら
は
時
代
も
人
も
変
わ
っ
た
と
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
書
き
遺

し
た
。《

し
か
し
私
の
中
で
は
こ
の
芝
居
の
主
題
は
今
も
か
は
ら
ず
持
続
し
て
ゐ

る
。
形
こ
そ
変
れ
、
虚
妄
へ
の
信
仰
は
衰
へ
な
い
。
衰
へ
な
い
の
み
か
、

倍
加
し
た
の
で
あ
る
。
薔
薇
と
い
ふ
詩
人
の
内
的
原
理
は
、
薔
薇
と
い
ふ

花
の
玄
妙
不
可
思
議
な
変
容
の
性さ
が

に
よ
つ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
に
変
容

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
も
つ
と
も
隠
さ
れ
た
本
質
が
薔
薇
で
あ
る
こ
と
に

は
変
り
が
な
い
。
そ
れ
こ
そ
は
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
レ
エ
の
「
神
秘
な

る
薔
薇
の
園
」
の
薔
薇
、
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
エ
ー
ツ
の
久
遠
の
薔
薇
、
あ
る
ひ

は
世
阿
弥
の
花
、
…
…
す
な
は
ち
も
つ
と
も
深
い
内
面
が
い
つ
の
ま
に
か

外
面
へ
つ
な
が
つ
て
ひ
ら
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
、
も
つ
と
も
エ
ソ
テ
リ
ッ

ク
で
あ
り
な
が
ら
、
も
つ
と
も
エ
ク
ソ
テ
リ
ッ
ク
な
花
な
の
で
あ
る
。
日

本
流
に
よ
れ
ば
「
幽
顕
一
貫
」
の
花
こ
そ
、
こ
の
薔
薇
で
あ
ら
う
。
》

（「「
薔
薇
と
海
賊
」
に
つ
い
て
」
一
九
七
〇
年
一
〇
月
）

ビ
ア
ズ
レ
ー
は
三
島
が
自
分
で
初
め
て
購
入
し
た
書
物
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
サ

ロ
メ
』
の
挿
絵
を
描
い
た
、
世
紀
末
の
耽
美
主
義
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
り
、

「
神
秘
な
る
薔
薇
園
」
は
妖
し
い
肉
と
霊
魂
の
世
界
を
描
い
た
と
さ
れ
る 29

。
神

秘
思
想
を
奉
じ
た
イ
エ
ー
ツ
も
、
三
島
に
と
っ
て
は
『
近
代
能
楽
集
』
創
作
の

契
機
と
な
っ
た
詩
人
で
あ
る
。
川
崎
寿
彦
は
、
イ
エ
ー
ツ
の
詩
「
秘
密
の
薔

薇
」
を
、
詩
人
が
《
理
性
の
言
語
を
捨
て
る
瞬
間
》
に
《
遠
き
不
滅
の
バ
ラ
の

内
部
に
包
み
込
ま
れ
て
、
偉
大
な
る
霊
的
再
生
を
体
験
す
る
》
詩
だ
と
し
、
薔

薇
は
《
超
絶
的
体
験
の
象
徴
》
だ
と
解
く 30

。
そ
れ
は
三
島
が
自
決
時
に
か
く
あ

れ
か
し
と
感
じ
た
で
あ
ろ
う
感
覚
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
か
。
世
阿
弥
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
三
島
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
芸
能
で
あ
る
能
の
大
成
者
で
あ
り
、

時
空
間
を
超
越
し
死
後
の
世
界
か
ら
生
を
照
ら
す
夢
幻
能
を
発
想
し
た
。《
薔

薇
》《
花
》
に
こ
と
よ
せ
て
、
三
島
は
自
ら
の
創
作
上
の
原
点
を
神
秘
的
な
芸

術
体
験
と
し
て
並
べ
て
い
く
。《
至
福
の
猥
雑
さ
は
、
死
の
猥
雑
さ
に
似
て
ゐ

る
。
現
世
離
脱
は
、
同
時
に
、
自
己
か
ら
の
離
脱
で
あ
る
》
と
も
書
き
記
し
た

こ
の
文
章
に
は
、
虚
妄
へ
の
信
仰
と
死
と
再
生
へ
の
願
望
が
充
溢
し
て
い
る
。

そ
れ
が
《
幽
顕
一
貫
》
│
│
生
の
世
界
と
死
の
世
界
、
現
世
と
来
世
と
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

戯
曲
発
表
・
初
演
時
に
は
、「
薔
薇
と
海
賊
」
は
バ
レ
エ
か
ら
想
を
得
た
祝

祭
的
な
ラ
ヴ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
生
み
出
さ
れ
、
そ
こ
に
虚
妄
の
童
話
世
界

の
永
遠
性
・
不
死
の
テ
ー
マ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
二
年
後
、

自
死
を
目
前
に
し
た
三
島
は
、「
薔
薇
と
海
賊
」
の
死
と
再
生
の
側
面
を
強
調

し
よ
う
と
図
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
紡
錘
で
刺
さ
れ
て
倒
れ
た
姫
が
眠
り
続
け

（
死
）、
王
子
の
キ
ス
に
よ
っ
て
再
生
す
る
と
い
う
形
で
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

の
物
語
自
体
と
、
バ
レ
エ
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
浦
雅
士
は
、

《
舞
踊
の
根
源
に
は
死
と
再
生
の
問
題
が
あ
る
》
と
強
調
す
る
。
生
命
の
象
徴

と
し
て
の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
生
の
充
実
・
躍
動
と
死
へ
の
直
面
と
を
感
じ
さ
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せ
る
芸
術
だ
と
い
う
の
で
あ
る 31

。

小
説
と
し
て
の
遺
作
『
豊
饒
の
海
』
第
四
巻
「
天
人
五
衰
」
は
、
死
期
を
悟

っ
た
認
識
者
・
本
多
が
、《
こ
の
庭
に
は
何
も
な
い
。
記
憶
も
な
け
れ
ば
何
も

な
い
と
こ
ろ
へ
、
自
分
は
来
て
し
ま
つ
た
》
と
、
年
上
の
女
性
で
月
修
寺
門
跡

と
な
っ
て
い
る
聡
子
に
よ
っ
て
寂
莫
と
し
た
庭
に
連
れ
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
閉

じ
ら
れ
る
。
生
涯
を
か
け
て
認
識
し
創
造
し
つ
づ
け
た
輪
廻
転
生
の
物
語
が
、

そ
の
源
で
あ
る
聡
子
門
跡
に
よ
っ
て
虚
妄
だ
と
判
じ
ら
れ
、
空
無
へ
と
誘
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
演
劇
と
し
て
の
遺
書
で
あ
る
「
薔
薇
と
海
賊
」

で
は
、
阿
里
子
の
作
っ
た
《
月
の
お
庭
》
の
王
国
が
久
遠
の
薔
薇
に
よ
っ
て
永

遠
に
続
く
と
い
う
、
い
わ
ば
虚
妄
の
高
ら
か
な
勝
利
宣
言
に
よ
っ
て
幕
が
閉
じ

ら
れ
た
上
に
、
さ
ら
に
死
と
霊
的
再
生
の
神
秘
が
作
者
の
遺
言
＝
予
言
と
し
て

付
加
さ
れ
た
。
同
様
に
現
実
を
改
変
し
な
が
ら
認
識
を
つ
む
ぐ
二
人
の
人
物
の

行
く
末
は
あ
ま
り
に
対
照
的
で
あ
る
。〈
庭
〉
と
は
創
作
世
界
の
喩
で
あ
る
が
、

三
島
は
虚
妄
へ
の
相
反
す
る
思
い
を
〈
庭
〉
を
描
い
た
二
つ
の
遺
作
の
結
末
に

託
し
た
の
で
あ
り
、
三
島
の
死
を
考
え
る
者
は
『
豊
饒
の
海
』
と
も
に
「
薔
薇

と
海
賊
」
を
も
読
み
解
き
続
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

注１
　
演
出
・
松
浦
竹
夫
、
出
演
・
杉
村
春
子
、
芥
川
比
呂
志
、
岸
田
今
日
子
、
中
村
伸
郎
、

北
村
和
夫
ほ
か

２
　
山
中
剛
史
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
の
公
演
数
は
初
演
を
含
め
て

六
公
演
で
あ
る
（「
上
演
作
品
目
録
」『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
四
二
巻
、
二
〇

〇
五
年
八
月
、
新
潮
社
）。

３
　
向
陽
舎
公
演
…
…
七
月
一
二
〜
一
六
日
、
シ
ア
タ
ー
風
姿
花
伝
、
演
出
・
出
演
・
久

保
亜
津
子
ほ
か
。
サ
ロ
ン
劇
場
公
演
…
…
一
一
月
二
〜
九
日
、
紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル
、
演

出
・
出
演
・
村
松
英
子
ほ
か
。

４
「
虚
構
少
年
の
進
化
│
『
薔
薇
と
海
賊
』
を
め
ぐ
っ
て
」

５
　
岩
波
剛
・
松
本
徹
・
井
上
隆
史
・
山
中
剛
史
「
座
談
会
　
演
劇
評
論
家
の
立
場
か
ら

│
岩
波
剛
氏
を
囲
ん
で
」

６
　
奥
野
健
男
「
新
劇
評
「
薔
薇
と
海
賊
」」『
新
劇
』
一
九
五
八
年
九
月

７
　
原
田
義
人
・
村
上
兵
衛
・
西
澤
揚
太
郎
「
戯
曲
合
評
」『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
五
八
年
七
月

８
　
大
久
保
典
夫
は
《
作
家
の
創
作
の
秘
密
》
を
《
平
明
に
説
き
明
か
し
た
も
の
》
と
解
釈

し
た
（「
劇
評
　
大
人
の
童
話
の
世
界
　
浪
漫
劇
場
「
薔
薇
と
海
賊
」」『
テ
ア
ト
ロ
』
三

三
三
、
一
九
七
一
年
一
月
）。

９
　
結
城
雅
秀
は
、
《
肉
体
関
係
の
伴
わ
な
い
純
粋
な
恋
愛
は
存
在
し
得
る
か
と
い
う
極

め
て
根
源
的
、
か
つ
抽
象
的
な
問
題
を
扱
う
》
作
品
だ
と
述
べ
た
（「
劇
評
　
価
値
体
系

の
極
度
の
転
換
、
そ
し
て
狂
気
（
円
「
薔
薇
と
海
賊
」）」『
テ
ア
ト
ロ
』
六
四
六
、
一
九

九
六
年
九
月
）。

10

村
松
剛
は
、
こ
の
と
き
三
島
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
仮
面
の
告
白
」
の
園
子
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
初
恋
の
女
性
・
Ｋ
子
夫
人
と
再
会
し
た
こ
と
が
「
薔
薇
と
海
賊
」
第
三
幕

の
「
愛
の
達
成
」
を
書
く
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
と
推
測
し
て
い
る
（『
三
島
由
紀
夫
の

世
界
』「
Ⅲ
死
の
栄
光
　
死
の
世
界
の
再
現
」
一
九
九
〇
年
、
新
潮
社→

新
潮
文
庫
）。

11

監
督
　
ニ
ネ
ッ
ト
・
ド
・
バ
ロ
ア
、
振
付
　
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ア
シ
ュ
ト
ン
、
指
揮

ロ
バ
ー
ト
・
ア
ー
ビ
ン
グ
。
キ
ャ
ス
ト
は
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
　
ロ
ウ
ェ
ナ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、

フ
ロ
リ
ム
ン
ド
王
子
　
マ
イ
ケ
ル
・
ソ
ム
ズ
、
リ
ラ
の
精
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
リ
ン
ゼ

イ
、
カ
ラ
ボ
ス
　
レ
イ
・
パ
ウ
エ
ル
。

12

フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、「
眠
り

の
森
の
美
女
」
に
は
出
演
し
て
い
な
い
。
三
島
の
公
開
日
記
『
裸
体
と
衣
装
』
昭
和
三
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四
年
三
月
一
一
日
に
、《
一
昨
年
秋
紐
育
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
が
や
つ
て
来
た
と
き
、

早
速
私
は
「
白
鳥
の
湖
」
と
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
切
符
を
買
つ
た
が
、
配
役
発
表

前
に
買
つ
た
切
符
で
、
惜
し
く
も
二
つ
と
も
フ
ォ
ン
テ
イ
ン
の
舞
台
を
逸
し
て
し
ま
つ

た
》
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
同
日
、
小
牧
バ
レ
エ
団
が
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ン
ら
を
招
い
て

行
っ
た
公
演
で
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
を
観
劇
し
て
、
楽
屋
で
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ン
と
握

手
を
し
た
こ
と
、
廊
下
で
川
端
康
成
に
会
っ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
同
年
三
月
一
七

日
付
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
宛
書
簡
に
は
、《
デ
ル
・
モ
ナ
コ
の
「
オ
テ
ロ
」
は
す
ば
ら
し

か
つ
た
し
、
マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
フ
ォ
ン
テ
ィ
ン
のS

leepin
g

B
eau

ty

も
実
に
よ
か
つ
た
。

東
京
は
今
ず
い
ぶ
ん
い
い
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
》
と
あ
る
。
後
年
、
昭
和
四
〇
（
一
九

七
〇
）
年
に
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
招
待
で
渡
英
し
た
と
き
に
は
、
ロ
ン

ド
ン
郊
外
の
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ン
夫
妻
の
別
荘
に
招
か
れ
て
い
る
（
ノ
ー
ト
「
英
国
旅

行
」）。

13

バ
レ
エ
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ

エ
団
の
も
の
も
含
め
複
数
の
公
演
映
像
を
視
聴
す
る
と
と
も
に
、
佐
々
木
涼
子
「
眠
れ

る
森
の
美
女
」（
ダ
ン
ス
マ
ガ
ジ
ン
編
『
バ
レ
エ
１
０
１
物
語
』
新
書
館
、
一
九
九
二

年
）、
小
倉
重
夫
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」（『
作
曲
家
別
名
曲
解
説
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
８
　
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
九
三
年
）、
三
浦
雅
士
『
バ
レ
エ
入
門
』（
新

書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
Ｊ
・
ロ
ー
ソ
ン
『
バ
レ
エ
創
作
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
大
修
館
書

店
、
一
九
九
五
年
）
等
を
参
考
に
し
た
。

14

佐
藤
秀
明
は
、《
あ
り
て
い
に
言
っ
て
、
芝
居
の
最
後
に
な
っ
て
非
現
実
的
な
虚
構
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
可
視
的
な
形
態
で
舞
台
に
登
場
す
れ
ば
、
い
い
大
人
が
興
ざ
め
る
の

も
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
三
島
の
作
劇
法
は
、
や
や
強
引
だ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
受
け
い
れ
て
楽
し
ん
で
し
ま
う
人
た
ち
も
い
た
は
ず
で
あ
る
》

と
し
て
、《
「
カ
ワ
イ
イ
！
」
に
当
た
る
感
性
が
、
こ
の
第
三
幕
で
は
求
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
》
と
言
う
（
注
４
）。
観
客
に
あ
る
種
の
感
性
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
指

摘
に
は
賛
同
す
る
。

15

堂
本
正
樹
は
、《
虚
構
と
現
実
の
相
互
侵
犯
こ
そ
が
、
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
単
調

を
破
る
、「
現
代
」
劇
の
大
き
な
テ
ー
マ
》
で
あ
る
と
し
て
、
三
島
が
ア
ン
グ
ラ
演
劇
の

登
場
よ
り
も
早
く
、《
し
か
も
既
成
劇
団
の
枠
の
中
で
》
鮮
明
な
意
識
の
劇
を
作
っ
た
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
（「
薔
薇
と
海
賊
│
居
直
っ
た
人
々
の
絵
本
」『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』

劇
書
房
、
一
九
九
四
年
）。

16

《
暴
行
若
し
く
は
脅
迫
に
よ
つ
て
又
は
抵
抗
若
し
く
は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
間
に

姦
淫
さ
れ
て
妊
娠
し
た
も
の
》
の
中
絶
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
三
年
施
行
の
「
優

生
保
護
法
」
第
一
四
条
に
よ
る
（
平
成
八
年
に
「
母
体
保
護
法
」
に
改
題
）。

17

斎
藤
美
奈
子
は
近
代
文
学
に
お
い
て
《
望
ま
な
い
妊
娠
》
を
描
い
た
作
品
の
系
譜
を

考
察
し
た
『
妊
娠
小
説
』
に
お
い
て
、《
三
島
も
小
説
に
妊
娠
を
装
備
す
る
の
が
好
き
な

作
家
だ
っ
た
》
と
言
う
（
講
談
社
、
一
九
九
四
年→

講
談
社
文
庫
）。
斎
藤
は
、「
薔
薇

と
海
賊
」
前
年
の
「
美
徳
の
よ
ろ
め
き
」
に
主
に
言
及
し
て
い
る
が
、
三
度
も
妊
娠
と

中
絶
を
繰
り
返
す
ヒ
ロ
イ
ン
を
描
き
風
俗
小
説
的
な
扱
い
も
さ
れ
る
「
美
徳
の
よ
ろ
め

き
」
の
延
長
上
に
、
逆
の
表
れ
と
し
て
、
強
い
ら
れ
た
性
行
為
に
よ
っ
て
妊
娠
し
た
た

め
に
《
純
潔
》
を
希
求
す
る
「
薔
薇
と
海
賊
」
の
阿
里
子
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

18

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ハ
ー
マ
ン
『
心
的
外
傷
と
回
復
』
み
す
ず
書
房
、
増
補
版
一
九
九
九
年

19

デ
ビ
ッ
ド
・
ノ
ッ
タ
ー
が
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
《
「
純
潔
」
は
特
に
女
性
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
連
が
強
か
っ
た
こ
と
》
、
大
正
期
以
降
、「
純
潔
」
が
《
進

歩
的
な
意
味
合
い
を
さ
え
も
っ
た
》
こ
と
を
示
し
て
い
る
（『
純
潔
の
近
代
』
慶
応
義
塾

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

20

「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
カ
ー
タ
ー
の
「
紫
の
上
の
情
事
」」（『
比
較
文
学
の
世
界
』
南
雲
堂
、

二
〇
〇
五
年
）。
ま
た
、
マ
ド
ン
ナ
・
コ
ル
ベ
ン
シ
ュ
ラ
ー
グ
も
、
眠
り
姫
を
《
受
動
性

の
象
徴
》
で
あ
り
、《
女
性
の
精
神
状
態
│
│
男
性
中
心
社
会
に
お
け
る
女
性
の
自
律
性

と
自
己
超
越
か
ら
の
切
断
、
自
己
実
現
と
倫
理
的
決
断
能
力
か
ら
の
切
断
│
│
の
メ
タ

― 25―



フ
ァ
ー
》
だ
と
す
る
が
、
し
か
し
一
方
で
《
女
性
に
「
覚
醒
」
と
精
神
の
成
熟
を
呼
び

お
こ
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ン
ボ
ル
》
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
（『
眠
れ
る
森
の
美
女

に
さ
よ
な
ら
の
キ
ス
を
│
メ
ル
ヘ
ン
と
女
性
の
社
会
神
話
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
）。

21
『
だ
れ
が
、
い
ば
ら
姫
を
起
し
た
の
か
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年→

ち
く
ま
文
庫

22

井
上
隆
史
が
「
薔
薇
と
海
賊
」
と
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
注

５
）。

23

拙
論
「
三
島
由
紀
夫
「
葵
上
」
論
│
心
の
闇
、
眠
り
の
力
」『
表
現
技
術
研
究
』
二
、

二
〇
〇
六
年
三
月

24

三
好
行
雄
と
の
対
談
「
三
島
文
学
の
背
景
」『
国
文
学
』
一
九
七
〇
年
五
月
臨
時
増
刊

25

三
島
は
、
バ
リ
「
ピ
ー
タ
ァ
・
パ
ン
」（
本
多
顕
彰
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
一
一
年
）

を
所
蔵
し
て
い
る
が
（「
蔵
書
目
録
」
島
崎
博
・
三
島
瑤
子
編
『
定
本
三
島
由
紀
夫
書

誌
』
薔
薇
十
字
社
、
一
九
七
二
年
）、
こ
れ
は
ピ
ー
タ
ー
の
お
い
た
ち
を
描
い
た
「
ケ
ン

ジ
ン
ト
ン
公
園
の
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
本
論
で
は
村
松
に
倣

っ
て
、
ネ
ヴ
ァ
ー
ラ
ン
ド
で
海
賊
フ
ッ
ク
と
戦
う
「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
」

の
物
語
を
扱
う
。

26

三
島
は
、「
オ
ス
カ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
論
」
の
中
で
「
わ
が
ま
ま
な
大
男
」（
三
島
は
「
わ

が
ま
ま
な
山
男
」
と
表
記
）
に
触
れ
て
い
る
。
鈴
木
ふ
さ
子
は
《
純
潔
な
も
の
や
失
わ

れ
た
も
の
へ
の
憧
憬
と
い
う
三
島
文
学
を
貫
く
テ
ー
マ
》
を
見
て
い
る
（「
オ
ス
カ
ー
・

ワ
イ
ル
ド
と
三
島
由
紀
夫
│
「
わ
が
ま
ま
な
大
男
」
と
「
酸
模
│
秋
彦
の
幼
き
思
い
出
」

に
お
け
る
〈
花
〉
の
象
徴
す
る
も
の
」
秋
山
・
榎
本
編
『
比
較
文
学
の
世
界
』
南
雲
堂
、

二
〇
〇
五
年
）。

27

川
端
康
成
「
抒
情
歌
」
に
つ
い
て
の
評
（「
解
説
」『
伊
豆
の
踊
り
子
』
新
潮
文
庫
、

一
九
五
〇
年
）

28

村
松
英
子
は
、
三
島
が
《
御
自
分
の
死
を
は
さ
ん
で
精
神
的
青
春
の
『
薔
薇
と
海
賊
』

と
官
能
的
青
春
の
『
サ
ロ
メ
』
公
演
》
を
決
め
た
の
だ
と
言
う
（
村
松
英
子
・
松
本
徹
・

大
河
内
昭
爾
「
劇
作
家
・
三
島
由
紀
夫
」『
季
刊
文
科
』
一
七
、
二
〇
〇
〇
年
冬
号
）。

「
サ
ロ
メ
」
に
つ
い
て
は
松
本
徹
『
三
島
由
紀
夫
エ
ロ
ス
の
劇
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
五

年
）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

29

河
村
錠
一
郎
「
仮
面
の
祝
祭
ビ
ア
ズ
リ
ー
」『
世
紀
末
の
美
と
夢
３
』
集
英
社
、
一
九

八
六
年

30
『
薔
薇
を
し
て
語
ら
し
め
よ
』「
第
Ⅰ
部
　
空
間
表
象
の
文
学
」
名
古
屋
大
学
出
版
界
、

一
九
九
一
年

31

『
バ
レ
エ
入
門
』（
注
13
）

付
記

三
島
由
紀
夫
の
作
品
の
引
用
は
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』（
新
潮
社
）
に
よ

る
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ
に
快
く
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
と
、
貴
重
な
公
演
映
像
を
拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
向
陽
舎
主
宰
・
久
保
亜
津
子

氏
の
ご
好
意
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
あ
り
も
と
・
の
ぶ
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
―
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